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1. はじめに
IASO R7の CHEMICAL MANAGERは、薬品登録や持出登録、返却登録、保管場所変更、棚

卸、バーコード印刷など、薬品使用者が日常的に行う入力系業務をサポートするサブシステムで

す。操作はすべてウェブブラウザ上で行います。 

IASO R7を起動するには、IASO R7 Webサーバーの IPアドレス、もしくはドメイン名をブ

ラウザのアドレス欄に入力します。

http://(IPアドレス、もしくはドメイン名)/iasor7/ 

IASO R7の主な機能を紹介します。 

 持出・返却

薬品を使用するための持出登録や、どれだけ薬品を使用したかを記録する返却登録など、

日常の薬品管理を行います。電子天秤との連動も可能です。電子天秤との連動設定は（設

定マニュアル（電子天秤））をご参照ください。

 薬品登録

新規購入薬品などを IASO R7に登録します。

 小分品登録（オプション）

薬品を小分品登録します。

 保管場所変更

薬品ビンの保管場所を他の保管場所へ変更します。

 廃棄薬品登録

廃棄する薬品ビンの廃棄区分や廃棄量の登録を行います。

 棚卸

棚卸対象を選択し、棚卸対象ビンの確認や登録を行います。

 発注メモ

発注点設定を行います。発注点設定とは、保管場所に対して薬品の在庫がどれだけ必要か

を設定することです。薬品の在庫に不足が発生した場合には、その薬品の発注書を作成す

ることが可能です。

 バーコード印刷

IASO R7専用バーコードの印刷を行います。
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2. 初期画面とメニュー

① CHEMICAL MANAGERタブをクリックすると初期画面が表示されます。

② 画面左上部にログインしているユーザーのグループ名とユーザー名が表示されます。

③ CHEMICAL MANAGERのメニューが表示されます。メニューボタンをクリックすると、機

能の画面、またはサブメニューが表示されます。サブメニューが表示された場合は、目的

の機能をクリックしてください。

②

③

①
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3. 持出・返却フロー

ログイン

持出・返却画面に移動 

IASOバーコード No.の入力／読み取り 

返却するとき 持出するとき 

① 使用目的を選択します。

② 持出時計量値を入力します。

 管理方法が重量／容量管理のとき

持出時計量値を電子天秤または

キーボードで入力します。

 管理方法が単位管理のとき

持出時計量値を入力する必要はあ

りません。

③ 「ENTER」ボタンをクリックして、持出

登録を行います。

【注意】 

 未開封薬品の IASOバーコードNo.

を入力／読み取りすると開封確認

メッセージが表示されます。

 未開封薬品は持出登録することが

できません。

① 返却時計量値を入力します。

 管理方法が重量／容量管理のと

き

返却時計量値を電子天秤または

キーボードで入力します。

 管理方法が単位管理のとき

返却時計量値を入力する必要は

ありません。

② 「ENTER」ボタンをクリックして、

登録確認画面を開き、返却登録また

は空ビン処理を行います。
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【薬品の入力方法について】 

 薬品の入力方法には「持出／返却」と「使用量入力」の二種類があります。

 「持出／返却」は薬品の使用状況を厳密に管理する場合に利用します。入力方法が「持

出／返却」である薬品は上記の持出・返却フローに従って管理されます。持出時には、

IASO R7に持出日時、使用者、使用目的が記録され、返却時には、返却日時、使用量

が記録されます。

 「使用量入力」は「持出／返却」より簡易的に管理する場合に利用します。入力方法

が「使用量入力」である薬品は、持出登録を行わず、返却登録のみで管理されます。

返却時には、IASO R7に返却日時、使用者、使用目的、使用量が記録されます。
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4. 持出・返却
薬品を使用する前と使用した後に、持出登録と返却登録を行います。 

① 「持出・返却」メニューをクリックすると、初期画面が表示されます。

① 
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4.1. 持出登録
薬品を使用する前に持出登録を行います。 

① 使用する薬品ビンの IASOバーコード No.をキーボードで入力するか、バーコードリーダー

で読み取ります。入力完了後、「IASO バーコード No.」にカーソルが当たっている状態で

キーボードの Enterキーを押下します。Enterキー押下後、入力した IASOバーコード No.

が対象薬品リストに追加され、その IASOバーコード No.に該当する薬品ビンの情報が画面

下部に表示されます。

② 「使用目的」ボタンをクリックして使用する目的を選択します。

③ 持出時計量（持出時の薬品の残量）をキーボードで入力するか、電子天秤で計量入力しま

す。電子天秤の設定については、設定マニュアル（電子天秤）をご参照ください。

 重量／容量管理の薬品は、風袋込みの重量／容量を入力します。

 単位管理の薬品は、計量値を入力することができません。

 使用量管理の薬品は、持出時の計量値入力は必要ありません。

④ 入力完了後、「ENTER」ボタンをクリックして持出登録をします。

⑤ 確認画面が表示されますので、間違いなければ「OK」ボタンをクリックします。

※ 「Clear」ボタンをクリックすると、画面が初期画面に戻ります。

②

③

④①

⑤

※ 
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【注意】 

 画面上部の「INFO」ボタンをクリックして表示される「薬品情報」をクリックすると、

表示中薬品の詳細情報が表示されます。

 使用期限切れ薬品を表示した際、“使用期限が切れています｡”とメッセージが表示され

ます。

 持出登録時に異常増減が検出された場合、「ENTER」ボタンクリック時に“異常増減を

検出しました。”とメッセージが表示されます。異常増減とは、薬品マスタで設定した

異常増減許容値を超えた計量値のことです。
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4.2. 返却登録
薬品を使用した後に返却登録を行います。 

① 返却する薬品ビンの IASOバーコード No.をキーボードで入力するか、バーコードリーダー

で読み取ります。入力完了後、「IASO バーコード No.」にカーソルが当たっている状態で

キーボードの Enterキーを押下します。Enterキー押下後、入力した IASOバーコード No.

が対象薬品リストに追加され、その IASOバーコード No.に該当する薬品ビンの情報が画面

下部に表示されます。

② 返却時計量（返却時の薬品の残量）をキーボードで入力するか、電子天秤で計量入力しま

す。電子天秤の設定については、設定マニュアル（電子天秤）をご参照ください。

 重量／容量管理の薬品は、風袋込みの重量／容量を入力します。

 単位管理の薬品は、計量値を入力することができません。

 使用量管理の薬品は、実際の使用量（秤量）を入力します。

③ 入力完了後、「ENTER」ボタンをクリックすると登録確認画面が表示されます。

② 

③① 
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④ 登録確認画面でコメントが必要な場合には「コメントⅢ」にコメントを入力します。

⑤ 返却する場合は「返却」ボタンをクリックして返却登録を行います。

⑥ 空ビンになった場合は「空ビン」ボタンをクリックして空ビン処理を行います。

【注意】 

※ 重量／容量管理の薬品は、空ビンになった場合も必ず返却時計量（風袋の重さ）を入

力してください。

④

⑤ ⑥



10 

4.3. 電子天秤を接続する場合の設定 
電子天秤を接続する場合の設定を行います。 

① ツールバーの「HELP」の「天秤の接続準備」をクリックすると「天秤の接続準備」画面が

表示されます。

② 「ISCインストーラー」リンクをクリックし、使用中の PCの OSに対応している ISCのイ

ンストーラーをダウンロードしてください。

ダウンロード完了後、ファイルを実行して ISCのインストールを行ってください。

①

②
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【電子天秤を使用しない場合】 

電子天秤を使用しない場合、設定は不要となりますが、お使いの環境によっては以下の 

メッセージが表示される場合があります。表示された場合には、以下の手順に従って設定を行

ってください。

① 「今後、このメッセージを表示しない」を選択します。

② 「OK」ボタンをクリックします。

①
②
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5. 薬品登録
購入した薬品をシステムに登録します。

① 「薬品登録」メニューをクリックすると、薬品登録の画面が表示されます。

② 登録する薬品のラベルバーコード No.をキーボードで入力するか、バーコードリーダーで

読み取ります。入力完了後、「ラベルバーコード No.」にカーソルが当たっている状態でキ

ーボードの Enterキーを押下し、薬品を特定します。

③ 「薬品検索」ボタンから薬品を特定することも可能です。薬品検索については（導入マニ

ュアル 9. 薬品検索 p43）をご参照ください。

※ 「Clear」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。

② ③※①
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④ 「保管場所」ボタンをクリックして登録先の保管場所を選択します。

⑤ 必要に応じて「使用期限」、「ディーラー」、「納品状態」、「LOT No.」、「購入価格」、「コメ

ントⅡ」、「PRTR」の含有率を入力します。

⑥ 入力完了後、「ENTER」ボタンをクリックし、バーコード発番画面を表示します。

※ P-touch印刷はオプション機能です。

※ P-touch印刷に対応しているブラウザは Internet Exprolerのみで、他のブラウザは表

示されても使用できません。

※ P-touch 印刷を行う場合は「P-touch 印刷」ボタンをクリックし、P-touch 印刷画面

を表示します。

④

⑥※

⑤⑤

⑤
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⑦ 「IASOバーコードNo.」に登録する薬品に関連付ける IASOバーコードNo.を入力します。

⑧ 運用開始時に既に使用開始している薬品（開封済み薬品）を登録する場合は、チェックボ

ックスをチェックします。チェックすると見掛残量と使用期限を入力するテキストボック

スが表示されますので、登録する薬品の見掛残量と使用期限をそれぞれ入力します。

⑨ 入力完了後、「決定」ボタンをクリックして薬品登録を行います。

※「取消」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。

⑧⑦
⑨ ※

⑧
⑧
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5.1. P-touch印刷（オプション） 
P-touch印刷を行います。 

① 薬品登録画面で「P-touch印刷」ボタンをクリックすると、P-touch印刷の画面が表示され

ます。

② ③ ③ 

④ ※

①

③

※
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② 「IASOバーコード No.」に、薬品ビンに使用する IASOバーコード No.を入力します。

※ 「未使用バーコード」とは薬品に使用されていない IASO バーコード No.です。任意

の IASOバーコード No.リンクをクリックし、使用する「IASOバーコード No.」とし

て選択することが可能です。

③ 運用開始時に既に使用開始している薬品（開封済み薬品）を登録する場合や運用開始後、

再度バーコードを発番するような場合は、開封済のチェックボックスをチェックします。

チェックすると見掛残量と使用期限を入力するテキストボックスが表示されますので、登

録する薬品の見掛残量と使用期限をそれぞれ入力します。

④ 入力完了後、「決定」ボタンをクリックするとプレビューが表示されます。

※「取消」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。
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⑤ P-touch印刷を行うには「OK」ボタンをクリックします。

P-touchを使用する場合の設定については、（5.2.P-touch を使用する場合の設定）をご参

照ください。

⑥ P-touch印刷を行わない場合は「キャンセル」ボタンをクリックします。

【注意】 

 薬品名などがラベルに印字することが可能な長さを超えた場合、印字することが可能

な長さまでのみ印刷します。

⑥⑤
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【POINT】 

 薬品登録とは、薬品の情報と保管場所を IASO R7に登録することを意味します。

 薬品登録と同時に薬品に関する各種情報（Lot No.や購入価格など）を設定することが

可能です。

 使用期限（終了）を空で設定した場合、使用期限は無期限となります。

 IASOバーコード No.は IASO R7に登録されている薬品ビンを特定するために使用し

ます。そのため、IASOバーコード No.は IASO R7内において重複してはいけません。

 IASOバーコード No.は

“グループ識別コード”＋“任意の数字 8桁”

で構成されます。（例：ABC12345678）

 開封済みの薬品を登録した場合、IASO R7ではその薬品を途中入庫薬品として扱いま

す。途中入庫の設定は取り消せないため、薬品登録時に注意が必要です。

 薬品登録後、最初の使用時には開封確認のメッセージが表示されます。

※ 途中入庫薬品の場合は表示されません。
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5.2. P-touchを使用する場合の設定 
P-touchを使用する場合の設定を行います。 

① ツールバーの「HELP」の「P-touchの設定」をクリックします。

② インストールマニュアル（Brother P-touch）が PDFで表示されます。

③ マニュアルに従って IASO R7 ラベルテンプレート、brother ラベルプリンタドライバ、

b-pacのインストールを行ってください。

①
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5.3. 小分品登録（オプション） 
薬品を小分品登録します。 

① 「薬品登録」メニューの「小分品登録」をクリックすると、小分品登録の画面が表示され

ます。

② 登録する小分元の薬品の「IASOバーコード No.」をキーボードで入力するか、バーコード

リーダーで読み取ります。入力後「IASOバーコード No.」にカーソルが当たっている状態

でキーボードの Enterを押下し、薬品を特定します。

③ 「ENTER」ボタンをクリックし、小分先バーコード発番を表示します。

④ 「IASOバーコード No.」に小分先の IASOバーコード No.を入力します。

⑤ 「分取量」を入力します。

⑥ 「使用期限」を入力します。

⑦ 「保管場所」ボタンをクリックして登録先の保管場所を選択します。

⑧ 小分先を追加する場合は、「追加」ボタンをクリックして小分先情報行を追加します。

①
③

②

④～⑦
⑧⑨

※⑩
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⑨ 削除する場合は、削除したい小分先情報行のチェックボックスにチェックをして「削除」

ボタンをクリックします。 

⑩ 入力完了後、「決定」ボタンをクリックして小分品登録を行います。 

※「取消」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。 
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6. 保管場所変更 
薬品ビンの保管場所を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「保管場所変更」メニューをクリックすると、保管場所変更の画面が表示されます。 

② 保管場所を変更したい薬品ビンの IASOバーコード No.をキーボードで入力するか、バーコ

ードリーダーで読み取ります。入力完了後、「IASO バーコード No.」にカーソルが当たっ

ている状態でキーボードの Enterキーを押下します。Enterキーを押下後、入力した IASO

バーコード No.が対象薬品リストに追加され、その IASOバーコード No.に該当する薬品ビ

ンの情報が画面下部に表示されます。 

③ 対象薬品リストに表示されている「IASOバーコード No.」リンクをクリックすると、その

IASOバーコード No.に該当する薬品ビンの情報が画面下部に表示されます。 

④ 対象薬品リストのチェックボックスにチェックし、「取消」ボタンをクリックすると、チェ

ックされた IASOバーコード No.が対象薬品リストから取り除かれます。 

⑤ 「保管場所（変更先）」ボタンをクリックして変更先の保管場所を選択します。 

⑥ 入力完了後、「ENTER」ボタンをクリックして保管場所変更を行います。対象薬品リストに

表示されているすべての薬品ビンの保管場所が変更されます。 

※「Clear」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。 

② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 

※ ① 
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7. 廃棄薬品登録 
薬品ビンを廃棄する場合、廃棄薬品登録を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「廃棄薬品登録」メニューをクリックすると、廃棄薬品登録の画面が表示されます。 

② 廃棄薬品として登録したい薬品ビンの IASOバーコード No.をキーボードで入力するか、バ

ーコードリーダーで読み取ります。入力完了後、「IASO バーコード No.」にカーソルが当

たっている状態でキーボードの Enterキーを押下します。ENTERキーを押下後、入力した

IASOバーコード No.に該当する薬品ビンの情報が画面下部に表示されます。 

③ 「廃棄区分」ボタンをクリックして廃棄区分を選択します。 

④ 廃棄する量を「廃棄量」に入力します。 

⑤ 入力完了後、「ENTER」ボタンをクリックして廃棄薬品登録を行います。 

※「Clear」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。 

 

【注意】 

 廃棄薬品登録は、古くなったなどの理由で処分する薬品ビンの、廃棄区分ごとの廃棄

量を管理するためのものです。 

 管理方法に関わらず廃棄量を入力することが可能です。 

 単位管理の薬品の場合は、内容量が廃棄量として初期表示されます。 

 単位管理以外の薬品の場合は、見掛残量が廃棄量として初期表示されます。 

 必須項目設定にて廃棄区分が初期設定されている場合でも、薬品マスタに廃棄区分が

設定されている場合は、薬品マスタの廃棄区分が優先されます。 

② ③ ④ 

⑤ 
※ ① 
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8. 棚卸 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬品を管理する中で、計量誤りや薬品の気化・紛失など、IASO R7上の薬品ビン情報と実際

の薬品ビンの間に差が生じる可能性があります。そこで、棚卸を行うことでその差を修正する必

要があります。 

棚卸を開始するには、棚卸対象選択画面で棚卸対象を選択します。棚卸期間中は、棚卸入力画

面で薬品ビンの棚卸結果を登録します。棚卸を終了するには、棚卸完了画面で棚卸完了を行いま

す。 

棚卸期間中は、薬品登録、小分品登録、持出登録、保管場所変更、廃棄薬品登録が行えなくな

ります。他のユーザーや（他のグループと保管場所を共有している場合には）他のグループにも

影響が出ますので、棚卸はシステム管理者に確認の上、実施してください。 

「棚卸」メニューをクリックすると、「棚卸対象選択」がサブメニューで表示されます。また、

棚卸期間中であれば追加で「棚卸状況」、「棚卸入力」、「棚卸未処理リスト」、「棚卸完了」が表示

されます。これらをクリックすると、各機能の画面がそれぞれ表示されます。ここでは各処理の

目的を説明し、操作に関しては次節以降で説明します。 
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 棚卸対象選択 

棚卸を行う保管場所と法規を選択することで棚卸対象の選択を行います。選択された保管

場所に登録されている薬品ビンで、選択された法規に設定されているものが棚卸の対象に

なります。 

 棚卸状況 

現在行われているすべての棚卸を表示します。 

 棚卸入力 

棚卸対象の薬品ビンに対して棚卸を行います。ここで実際の薬品ビンの状態を IASO R7に

登録することで、IASO R7上のデータと実際の薬品ビンの間の差異を修正することが可能

です。 

 棚卸未処理リスト 

棚卸対象の薬品ビンの中で、棚卸入力を終えていない薬品ビンのリストを表示します。 

 棚卸完了 

棚卸の完了を行います。棚卸入力を終えていない薬品ビンが存在する場合、IASO R7に登

録されているデータをそのまま用いるか、空ビン処理を行うかを選択することが可能です。 
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8.1. 棚卸対象選択 
棚卸を行う保管場所と法規を選択することで棚卸対象の選択を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【棚卸の開始方法】 

① 「棚卸」メニューの「棚卸対象選択」をクリックすると、棚卸対象選択の画面が表示され

ます。 

② SYSグループのユーザーでログインしている場合、「グループ」ボタンをクリックして棚卸

を開始するグループを選択します。 

一般ユーザーでログインしている場合、棚卸を開始するグループはログインユーザーのグ

ループです。 

③ 棚卸対象を選択するには棚卸対象とする保管場所と法規をチェックします。 

④ 棚卸対象を選択後、「決定」ボタンをクリックして棚卸を開始します。 

※「取消」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。 

 

【棚卸の解除方法】 

⑤ 「解除」ボタンをクリックして棚卸を解除します。 

 

【注意】 

 棚卸を解除すると、それまでに行った棚卸入力は IASO R7に反映されません。棚卸入

力を IASO R7に反映させるには棚卸完了を行ってください。 

① 

② 

③ 

④ ⑤ ※ 
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8.2. 棚卸状況 
現在行われているすべての棚卸を表示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「棚卸」メニューの「棚卸状況」をクリックすると、棚卸状況の画面が表示されます。当

機能は SYSグループのユーザーのみ使用可能です。 

② 棚卸中グループには、現在行われている棚卸の担当者の一覧が表示されます。 

③ 「グループ名」リンクをクリックすると、選択した棚卸担当者が行っている棚卸の保管場

所と法規が赤文字で表示されます。 

※「取消」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。 

 

① 
② 

③ 

※ 
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8.3. 棚卸入力 
棚卸対象の薬品ビンに対して棚卸を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「棚卸」メニューの「棚卸入力」をクリックすると、棚卸入力の画面が表示されます。 

② 棚卸入力をする薬品ビンの IASOバーコード No.をキーボードで入力するか、バーコードリ

ーダーで読み取ります。入力完了後、「IASO バーコード No.」にカーソルが当たっている

状態でキーボードの Enter キーを押下します。Enter キーを押下後、入力した IASO バー

コード No.に該当する薬品ビンの情報が画面に表示されます。 

③ 棚卸入力をする薬品ビンの状態を「使用状況」ラジオボタンから選択します。 

④ 棚卸入力をする薬品ビンの棚卸計量値をキーボードで入力するか、電子天秤で計量します。 

電子天秤で計量するには「棚卸計量値」の右隣にある「計量」ボタンをクリックします。 

⑤ コメントが必要な場合には「コメントⅡ」にコメントを入力します。 

⑥ 入力完了後、「ENTER」ボタンをクリックして棚卸入力を登録します。 

※「Clear」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。 

② ※ 

③ ④ 

⑤ 

⑥ 

① 
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8.4. 棚卸未処理リスト 

棚卸対象の薬品ビンの中で、棚卸入力を終えていない薬品ビンのリストを表示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「棚卸」メニューの「棚卸未処理リスト」をクリックすると、棚卸未処理リストの画面が

表示されます。 

② 「表示件数」で一度に表示する件数を設定します。プルダウンで件数を選択すると棚卸未

処理リストが更新されます。 

③ 「ソート」でリストの表示順序を設定します。プルダウンでソートを選択すると棚卸未処

理リストが更新されます。 

④ 保管場所を指定して棚卸未処理リストを表示します。保管場所を指定するには「保管場所」

ボタンをクリックします。 

① 

② 

⑤

 

④ 

③ 

⑥
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⑤ 「IASOバーコード No.」リンクをクリックすると、その IASOバーコード No.に該当する

薬品ビンの薬品履歴リストが表示されます。 

⑥ 「詳細印刷」ボタンをクリックすると、棚卸未処理リストを PDFでダウンロードします。 
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8.5. 棚卸完了 
棚卸の完了を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「棚卸」メニューの「棚卸完了」をクリックすると、棚卸完了の画面が表示されます。 

② SYSグループのユーザーでログインしている場合、「グループ」ボタンをクリックして棚卸

を完了するグループを選択します。 

一般ユーザーでログインしている場合、棚卸を完了するグループはログインユーザーのグ

ループです。 

③ 棚卸を完了するには「完了」ボタンをクリックします。棚卸対象の薬品ビンの棚卸入力が

すべて完了している場合、棚卸完了が行われます。棚卸入力が完了していない薬品ビンが

存在する場合、棚卸完了（未棚卸リスト）画面が表示されます。 

① 

② 

③ 
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【棚卸を完了する場合】 

④ 「決定」ボタンをクリックして棚卸完了を行います。 

 

【一部の薬品ビンだけを空ビン処理する場合】 

⑤ 空ビン処理する薬品ビンにチェックします。 

⑥ チェックされた薬品ビンを空ビン処理するには「空ビン」ボタンをクリックします。 

⑦ 「決定」ボタンをクリックして棚卸完了を行い、チェックされた薬品ビンを空ビン処理し

ます。 

 

【注意】 

 棚卸対象となる薬品ビンは、選択した保管場所に登録されているすべての薬品ビンで

あるため、他のグループの薬品ビンが未棚卸リストに表示される可能性があります。

他のグループの薬品ビンを空ビン処理しないよう注意してください。 

 棚卸の途中で棚卸完了を行った場合、棚卸入力が完了していない薬品ビンや不一致薬

品ビンだけを後から棚卸することはできません。 

⑤ 
⑥ 

④⑦ 
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9. 発注メモ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃の研究、開発を行う中で、薬品は必要な存在です。そして、薬品の在庫がないために作業

が中断してしまうことは避けるべきです。そこで、発注点を設定し、安定して薬品の在庫を確保

することが重要になります。IASO R7の発注メモでは発注点の設定、発注メモの作成、発注履

歴の確認を行うことが可能です。 

「発注メモ」メニューをクリックすると、「発注点設定」、「発注点リスト」、「発注メモ作成」、

「発注履歴」がサブメニューで表示されます。これらをクリックすると、各機能の画面が表示さ

れます。ここでは各処理の目的を説明し、操作に関しては次節以降で説明します。 
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 発注点設定 

発注点を設定します。発注点とは、薬品を発注する在庫水準のことです。在庫が発注点以

下の場合に薬品を発注することで、過剰な在庫を保持する必要がなくなり、かつ安定した

薬品の使用が可能になります。 

 発注点リスト 

在庫が発注点以下の薬品の一覧を表示します。この一覧から発注したい薬品を選択し、発

注メモを一括で作成することが可能です。 

 発注メモ作成 

発注メモを作成します。発注する薬品は、薬品検索画面で選択するか、発注点リストで選

択します。発注メモはウェブブラウザで表示することが可能です。また、発注メモを CSV

形式でダウンロードすることが可能です。 

 発注履歴 

発注の履歴の一覧を表示します。発注履歴は発注メモを作成する際に登録されます。発注

したユーザーと発注先ディーラーを指定して発注履歴を検索・削除することが可能です。 
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9.1. 発注点設定 
発注点を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「発注メモ」メニューの「発注点設定」をクリックすると、発注点設定の画面が表示され

ます。 

② 「薬品検索」ボタンをクリックして発注点設定する薬品を選択します。 

③ 保管場所エリアに、「保管場所名」、「発注点数量」、「発注点残量」が表示されます。すでに

発注点設定されている保管場所は、赤色で表示されます。 

④ 保管場所名リンクをクリックすると、「発注点入力」が表示されます。 

⑤ 発注点を「数量」、「残量」から選択し、発注点を入力します。 

※1 残量の単位は薬品の内容量単位が表示されます。 

⑥ 入力完了後、「決定」ボタンをクリックして発注点設定を登録します。 

※2 発注点を空欄で決定すると発注点を解除できます。 

※3 「取消」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

※3 

※1 

※2 
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9.2. 発注点リスト 
在庫が発注点以下の薬品の一覧を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「発注メモ」メニューの「発注点リスト」をクリックすると、発注点リストの画面が表示

されます。 

② 「表示件数」で一度に表示する件数を設定します。プルダウンで表示件数を選択すると発

注点リストが更新されます。 

③ 発注メモを作成するには、発注したい薬品の「発注」をチェックします。 

④ 「発注メモ作成」ボタンをクリックします。「発注メモ作成」ボタンをクリックすると、発

注メモ作成画面が表示されます。 

※「取消」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。 

② 

③ 

④ ※ 

① 
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9.3. 発注メモ作成 
発注メモを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「発注メモ」メニューの「発注メモ作成」をクリックすると、発注メモ作成の画面が表示

されます。 

② 「薬品検索」ボタンをクリックして発注メモを作成する薬品を選択します。薬品を選択す

ると、薬品情報行が追加されます。 

③ 発注メモを作成する薬品を直接入力するには、「追加」ボタンをクリックします。「追加」

ボタンをクリックすると、薬品情報行が追加されます。薬品情報を入力する行を追加した

後、発注する薬品の情報を入力します。 

④ 「ディーラー」ボタンをクリックして発注するディーラーを選択します。 

⑤ 希望納期を入力します。希望納期は発注メモ作成日以降の日付を入力してください。 

⑥ 薬品情報行を削除するには、薬品情報行のチェックボックスにチェックして「削除」ボタ

ンをクリックします。 

⑦ メモが必要な場合には「メモ」に入力します。 

⑧ 入力完了後、「ダウンロード」ボタンをクリックして発注メモを CSV 形式でダウンロード

します。 

⑨ 入力完了後、「プレビュー」ボタンをクリックして発注メモ画面を表示します。 

⑩ 発注メモ画面で「PRINT」ボタンをクリックすると、発注内容を発注履歴に登録します。 

① 

② ③ 
④ ⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ ⑨ 



 38 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 発注履歴を登録後、ウェブブラウザ標準の印刷画面を表示します。 

⑪ 

⑩ 
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※ 発注履歴登録後、発注メモ画面は手動で画面を閉じてください。 
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9.4. 発注履歴 
発注の履歴の一覧を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「発注メモ」メニューの「発注履歴」をクリックすると、発注履歴の画面が表示されます。 

② 発注履歴を検索する発注期間を「発注期間」に入力します。 

③ 「ユーザー」ボタンをクリックして検索対象とする発注メモを作成したユーザーを選択し

ます。 

④ 「ディーラー」ボタンをクリックして検索対象とする発注先ディーラーを選択します。 

⑤ 入力完了後、「LIST」ボタンをクリックして発注履歴を検索します。 

⑥ 検索結果は「発注履歴リスト」に表示されます。 

⑦ 「発注履歴リスト」の「発注日時」リンクをクリックすると、クリックした発注履歴の発

注メモを発注メモ作成画面で表示します。発注メモ作成画面については（9.3. 発注メモ作

成）をご参照ください。 

⑧ 発注履歴を削除するには、発注履歴のチェックボックスにチェックして「削除」ボタンを

クリックします。 

① 

② 

③ ④ 

⑦ 
⑥ 

⑤ ⑧ 
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10. バーコード印刷 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IASO R7 に薬品を登録するには、ラベルバーコードを入力して薬品を特定し、IASO バーコ

ード No.を発行する必要があります。しかし、ラベルバーコードの入力や IASOバーコード No.

を薬品ビンに直接書き込むことは非効率的ですし、入力／書き込み間違いが発生する可能性があ

ります。そこで、予めラベルバーコードや IASOバーコード No.を印刷しておき、薬品登録の際

にバーコードリーダーで読み取り、印刷したバーコードを薬品ビンに貼り付ける方法が一般的で

す。IASO R7のバーコード印刷では、ラベルバーコードや IASOバーコード No.を印刷するこ

とが可能です。 

「バーコード印刷」メニューをクリックすると、「バーコード Type R」、「バーコード Type S」、

「薬品バーコード」、「P-touch 再印刷（オプション）」がサブメニューで表示されます。ここで

は各処理の目的を説明し、操作に関しては次節以降で説明します。 
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 バーコード Type R 

標準的なサイズの IASOバーコード No.を印刷します。 

 バーコード Type S 

小さめなサイズの IASOバーコード No.を印刷します。 

 薬品バーコード 

薬品のラベルバーコードを印刷します。 

 P-touch再印刷（オプション） 

登録済みの薬品を P-touch印刷します。 
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【PDFファイル印刷時の注意】 

「バーコード Type R」、「バーコード Type S」、「薬品バーコード」は、PDFファイルで出力さ

れます。出力された PDF ファイルを印刷する際、「ページの拡大/縮小」等、印刷時の倍率が変

更されるような設定が行われていると、バーコードが正しく印刷されない場合があります。印刷

時には、必ず「ページの拡大/縮小」等の設定を行わず、等倍で印刷してください。 
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10.1. バーコード Type R 
標準的なサイズの IASOバーコード No.を印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「バーコード印刷」メニューの「バーコード Type R」をクリックすると、バーコード印刷

の画面が表示されます。 

② SYS グループのユーザーでログインしている場合、印刷する識別コードを選択します。選

択完了後、選択した識別コードに該当するグループのグループ ID が「グループ ID」に設

定されます。 

一般ユーザーでログインしている場合、印刷する識別コードはログインユーザーのグルー

プの識別コードです。 

③ SYSグループのユーザーでログインしている場合、印刷対象のグループのグループ IDを選

択します。選択完了後、選択したグループ IDに該当するグループの識別コードが「識別コ

ード」に設定されます。 

一般ユーザーでログインしている場合、印刷対象のグループはログインユーザーのグルー

プです。 

 

⑦ 

⑧ ※ 
②~⑥ 

① 

⑨ 
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④ 印刷対象の指定方法は「範囲指定」か「個別指定」で設定します。「範囲指定」を選択した

場合、「開始番号」、「終了番号」、「枚数」を使用することが可能です。「個別指定」を選択

した場合、画面右部の IASOバーコード No.入力欄を使用することが可能です。 

 

【範囲指定を選択した場合】 

⑤ 印刷を終了する番号を「終了番号」に入力します。入力完了後、「枚数」が自動で計算され

ます。 

⑥ 印刷する枚数を「枚数」に入力します。入力完了後、「終了番号」が自動で計算されます。 

 

【個別指定を選択した場合】 

⑦ 印刷する IASOバーコード No.を画面右部の IASOバーコード No.入力欄に入力します。 

 

【印刷対象選択完了後】 

⑧ 入力完了後、「PRINT」ボタンをクリックして IASO バーコードが出力されている PDF フ

ァイルをダウンロードします。ダウンロード完了後、PDFファイルを開き印刷します。 

※「取消」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。 
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【余白設定する場合】 

⑨ バーコードの余白設定をする場合は「余白設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 印刷を開始する位置を「開始位置」の「左」と「上」に入力します。入力完了後、画面右

部の印刷イメージに入力値が反映されます。 

⑪ 印刷対象の間隔を「間隔」の「横」と「縦」に入力します。入力完了後、画面右部の印刷

イメージに入力値が反映されます。 

⑫ 余白設定の初期値を利用するには「初期値を使用」をチェックします。チェックした場合、

「左」、「上」、「横」、「縦」は入力できません。 

⑬ 入力完了後、「登録」ボタンをクリックして余白設定を登録します。 

 

【注意】 

 開始位置の「左」は、印刷用紙の左側の余白を意味します。 

 開始位置の「上」は、印刷用紙の上側の余白を意味します。 

 間隔の「横」は、印刷対象同士の横の余白を意味します。 

 間隔の「縦」は、印刷対象同士の縦の余白を意味します。 

 

⑩ 

⑪ 

 
⑫ 

⑬ 



 47 

10.2. バーコード Type S 
小さめなサイズの IASOバーコード No.を印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「バーコード印刷」メニューの「バーコード Type S」をクリックすると、バーコード印刷

の画面が表示されます。 

② SYS グループのユーザーでログインしている場合、印刷する識別コードを選択します。選

択完了後、選択した識別コードに該当するグループのグループ ID が「グループ ID」に設

定されます。 

一般ユーザーでログインしている場合、印刷する識別コードはログインユーザーのグルー

プの識別コードです。 

① 

②~⑥ ⑦ 

⑧ ※ ⑨ 
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③ SYSグループのユーザーでログインしている場合、印刷対象のグループのグループ IDを選

択します。選択完了後、選択したグループ IDに該当するグループの識別コードが「識別コ

ード」に設定されます。 

一般ユーザーでログインしている場合、印刷対象のグループはログインユーザーのグルー

プです。 

④ 印刷対象の指定方法は「範囲指定」か「個別指定」で設定します。「範囲指定」を選択した

場合、「開始番号」、「終了番号」、「枚数」を使用することが可能です。「個別指定」を選択

した場合、画面右部の IASOバーコード No.入力欄を使用することが可能です。 

 

【範囲指定を選択した場合】 

⑤ 印刷を終了する番号を「終了番号」に入力します。入力完了後、「枚数」が自動で計算され

ます。 

⑥ 印刷する枚数を「枚数」に入力します。入力完了後、「終了番号」が自動で計算されます。 

 

【個別指定を選択した場合】 

⑦ 印刷する IASOバーコード No.を画面右部の IASOバーコード No.入力欄に入力します。 

 

【印刷対象選択完了後】 

⑧ 入力完了後、「PRINT」ボタンをクリックして IASO バーコードが出力されている PDF フ

ァイルをダウンロードします。ダウンロード完了後、PDFファイルを開き印刷します。 

※「取消」ボタンをクリックすると、画面が初期表示状態に戻ります。 

⑨ バーコードの余白設定をする場合は「余白設定」をクリックします。余白設定については

（10.1.バーコード Type R 【余白設定する場合】）をご参照ください。 
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10.3. 薬品バーコード 
薬品のラベルバーコードを印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「バーコード印刷」メニューの「薬品バーコード」をクリックすると、薬品バーコードの

画面が表示されます。 

② 「薬品検索」ボタンをクリックして薬品バーコードを印刷する薬品を選択します。 

③ 選択完了後、「PRINT」ボタンをクリックして選択した薬品の薬品バーコードが出力されて

いる PDFファイルをダウンロードします。ダウンロード完了後、PDFファイルを開き印刷

します。 

② 

① 

③ 
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10.4. P-touch再印刷（オプション） 
登録済みの薬品を P-touch印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「バーコード印刷」メニューの「P-touch再印刷」をクリックすると、P-touch再印刷の画

面が表示されます。 

② 再印刷したい薬品の IASOバーコード No.を入力します。 

③ 入力完了後、「決定」ボタンをクリックすると、確認ダイアログが表示されます。 

④ 「OK」をクリックすると印刷されます。 

 

② 
③ 

① 

④ 
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